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要 旨 

 大気中の分子や微粒子が太陽光を散乱するため，昼間に等級の低い星を観察することは困難である.し

かし,太陽と90°離れた方向の青空は偏光成分が多いため,円偏光フィルター(C-PLフィルター)を使うと5

等星まで撮影をすることができた.5等星に対し，C-PLフィルターの有無と赤外線カットフィルターの有

無と撮影の時系列とを考慮した比較撮影を行い,肉眼とCMOSカメラでは5等星の見え方が異なる理由を明

らかにした. 

1.研究の背景・目的

本クラブでは活動時間中にできる天体観測とし

て，以前から昼間の星の観察・撮影を行ってきた.

昨年度は，C-PLフィルターを取り付け空の明るさを

下げることによって,昼間の5等星(はくちょう座β

星B)の撮影に成功した(1).しかし，眼視ではC-PLフ

ィルターを使わないと見えないのに対し，CMOSカメ

ラを使用して撮影し画像処理をするとC-PLフィルタ

ーを使用しなくても5等星を確認することができた

(図1).私たちはこの原因をCMOSカメラが赤外線を捉

えることができたためだと考え調査した.

2.方法

<使用機材> 屈折望遠鏡(宇治天体精機,口径250mm,焦点距離2000mm),アイピース(Vixen,LV15mm),偏光

フィルター(Kenko, ZX C-PL),一眼レフカメラ2台 EOS kiss X9(非改造) (以下X9), EOS kiss X9i(IR

カットフィルター取り外し)(以下X9i)

＜観測操作＞ ベガで正確に位置合わせを行ったあと,SUPER STAR IVを用いてはくちょう座68Cyg(5等

星)に導入した.時間の経過によって天体が観望しやすくなったかがわかるようにするために,C-PLフィ

ルターを取り付けて動画を撮影した後C-PLフィルターを取り外して撮影を行い,再度C-PLフィルターを

取り付けて撮影した.また同様の理由からX9を使用して撮影した後X9iを使用し撮影を行い,再度X9を使

用し撮影した. C-PLフィルターを取り付けて撮影する際は，C-PLフィルターを回転させて空が最も暗

く見える角度にしてから，撮影を行った.ステライメージ9を用いてコンポジットし,開口測光分析を行

った.この結果を使い，天体の輝度積分から空の輝度積分を引き,その差を天体の明瞭さと定義した.

3.結果と考察

結果を下表(表1)に示す.

どの条件下でも5等星は撮影することができた.IRカットフィルターがないものは,あるものよりも星

がより明瞭に見えた.また,C-PLフィルターの有無のほうが,IRカットフィルターの有無よりも明白に輝

度に差ができた.X9iとX9の明瞭さの比較から,肉眼に近いX9よりもCMOSカメラのような赤外線を映すこと

ができるX9iの方がより5等星が明瞭に見えた.これは赤外線の撮影が可能になったからである.肉眼で確

認できなかった5等星がCMOSカメラで撮影すると確認できたのはCMOSカメラが赤外線の像を捉えたことが

理由であると明らかになった. 
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１.要旨
國栃天文部スペクトル班は、スリットビューアを用

いた木星の大赤斑を含むものと含まないもののスペク

トル撮像し、違いを考察した。あわせて、M４２のス

ペクトルを撮像しその特徴を分析した。

２.方法
2024年1月15日に西村製40cmカセグレン式反射望遠

鏡f＝6000mm,F＝15で木星を、昭和機械製グリズム

式低分散直視分光器「VEGA」及びスリットビューア

（図1）を用いて,大赤斑を含む縞模様（図2）にスリ

ットを合わせ、CELESTRON SKYRIS 236Cを使

用して撮像した。また、スペクトルをCMOSカメラ

ZWO ASI294MCを使用し白黒画像で撮像した。同

様に木星の大赤斑を含まない縞模様を2023年12月25日

に撮像した。同じ手順により、M42のトラペジウム上

にスリットを含ませ（図3）2024年1月16日にスペクト

ルを撮像した。

スペクトルを撮像した後、画像編集ソフト「ステラ

イメージ9」を使用してダーク処理をした。その後、

国立天文台のすばる画像解析ソフト「Makali`i（マカ

リ）」を用いて「グラフ」のツールを使用しスペクト

ルと輝度のグラフを作った。波長付けは水銀灯を用い

た。

４.結果
2枚の木星のスペクトルの画像の露出を合わせ、グ

ラフを比較できるように、大赤斑を含まない方の縦軸

の目盛の間隔を2倍した。（図4、図5）

木星の大赤斑を含む方（図4）のスペクトルは

500nm付近をピークとし、383nmから683nmに広く見

られた。木星の大赤斑を含まないスペクトル（図5）

は450nmの波長の光が多く検出されたが、長い波長の

光はあまり見られなかった。

５.考察
木星の大赤斑含む縞模様のスペクトル（図4）は、

441nm~559nm（緑）をピークとし、383nm（青）～

668nm(赤)の波長が見られた。大赤斑を含まない方

は、（図5）383nm～472nm（青）を中心に見られ

た。大赤斑を含む方は、太陽の光を青から赤まで緑を

ピークとして、反射していることが考えられる。

M42（図６）は散光星雲なので赤の光が強いと予想

したが、ピークは557nm付近（黄）に見られた。これ

は、トラペジウムが原因であると考えられる。 
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